
やわらかな春の陽ざしに包まれ、新年度がいよいよスタートしました。年のはじめや年度のはじめは、誰もが「今年

こそは…」、「今度こそは…」などの新たな気持ちになるものではないでしょうか。当施設では、利用者さんお一人おひ

とりの特性や体調の変化に対応し、不快感へのサインや気持ちの揺れに寄り添

いながら、安心と笑顔を生む支援に努めてまいりたいと考えています。そして

それらを、本機関誌で可能な限りご家庭にお伝えしてまいりたいと考えていま

す。本年度も、引き続きご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

今月号では、３月の行事のボウリング大会、香西イオンでの食事会、瀬戸大

橋記念公園での様子をお伝えします。 

 

 
 

※29日は祝日ですが通常通り開所します。 

日 曜 行    事 

1 水 うどん（営業） 

2 木  

3 金  

4 土  

5 日  

6 月 機能訓練① 

7 火  

8 水 うどん（営業） 

9 木 防災学習 

10 金  

11 土  

12 日  

13 月 レク体操①/ヒューマンネット 

14 火  

15 水 うどん（営業）/嘱託医訪問 

16 木 誕生会 

17 金  

18 土  

19 日  

20 月  

21 火  

22 水 うどん（営業） 

23 木  

24 金 機能訓練② 

25 土  

26 日  

27 月 レク体操② 

28 火  

29 水 うどん（営業） 

30 木  
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今

月

の

予

定 

裏面に続く 

 

＜お知らせコーナー＞ 

・森野さんよりウェットティッシュをいただきま

した。 

・土岐さんより調理器具をいただきました。 

            

  ４月の誕生日おめでとう   
 

  樫村奏汰さん 



今月は、「ボルト作業」について紹介します。   
ワークプラザたんぽぽでは、利用者さんの社会参加等を目的として、個々の障がい特性に応じた就労活動を行っ

ています。その一つが「ボルト作業」です。ボルトにワッシャをはめ込み、定位置までナットを巻き込む作業です

が、利用者さんにとっては、巻き込む位置、ナットの向き等、正しい完成形に仕上げることは決して容易なことで

はありません。利用者の障がい特性に応じてつまづき方が異なるため、作業の手順や置き方等を工夫する必要があ

ります。時には長く作業を続けられない方に対しては、休憩を挟みながら行う方法も必要です。今月号では、それ

らの一端と作業の流れ等を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ナット ワッシャ 完成品 ボルト 

① 作業開始時の各パーツの定位置 

正しい完成品 利用者が完成させた色々な未完成品 

 

正しい完成品とは、ボルトの先から 4 巻のところにナットを合わせる。 

ナットの
巻き過ぎ 

 

ナットの
巻き不足 

 

ナットの
数が多い 

 

ワッシャの
数が多い 

 

② 作業の手順 

③ 失敗を避けるための具体的な支援例 

休
憩
を
挟
ま
な
い
と
長
い
作
業
が
で
き

な
い
利
用
者
へ
の
支
援
例 

ナ
ッ
ト
の
向
き
を
ま
ち
が
い
や
す
い

利
用
者
へ
の
支
援
例 

④ 袋詰めまでの作業工程（職員の手助け） 

 
職
員
が
正
し
い
完
成
品
に
な
っ
て
い
る
か
の

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
五
〇
個
ご
と
に
分
け
る 

職
員
が
、
五
〇
個
ご
と
に
分
け
た
完
成
品
を

袋
に
詰
め
、
測
り
で
重
さ
を
確
認
す
る
。 

職
員
が
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
商
品
化
す
る
。 


